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無理なくエンドユーザに
パブリッシングの

プロセスを提供できます。

■ Edition Flexは、多くのWeb to Printシステムの構
築実績を元に開発した、Webアプリケーション専
用のブラウザパブリッシングモジュールです。

■ 従来の商業印刷物の制作プロセスや役割を大きく
変えずに、エンドユーザが無理なく制作プロセス
に参加可能になります。
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■ ユーザーには、ロールと呼ばれる各機能の利用権限を夫々設定できます。

■ ユーザーには、個別のテンプレートや素材が公開できます。（グループでの共有も可能です。）

■ FlexとCMSの連携により、ワークフローを除く、テンプレートの制作、編集、保
存、参照、印刷データの作成というWeb to Printシステムのコア機能を利用できます。

CMSでは、ユーザアカウント管理、テン
プレートと素材の管理が行えます。

CMSもブラウザだけで動作するWebアプ
リケーションです。

FlexはCMSと連携して動作します。

専用のテンプレート管理アプリケーション
Edition CMSが用意されています。

・ユーザアカウント管理
・テンプレート確認

ユーザーA ユーザー B ユーザー C

・テンプレート参照
・テンプレート編集

・テンプレート参照
・テンプレート編集
・印刷データ生成

・テンプレート作成／編集
・素材管理

WebDTP 環境＋組版エンジン テンプレート／素材管理環境

素材

カセット

テンプレート

管理者 デザイナー

・素材登録
・テンプレート作成
・テンプレート編集
・印刷データ生成
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デザイン資産を活かして
テンプレートの制作が行えます。

■ デザイナーは、デザイナーモードというフル機能の Flex 編集画面を用いて、テンプレート
を制作することができます。

■ デザインのベースとして、illustrator や InDesin から出力できる SVG、JPEG、PNGを使う
ことができます。

■ オプションで PDF を素材として用いることができます。

illustratorやInDesignの出力データをベースに
CMS/Flex上でテンプレートを作成できます。

XML等のマークアップ言語は必要ありません。

30stepのテンプレート制作マニュアルでテンプレ
ート制作の基本が習得できます。

STEP1： illustrator や InDesignデータから、ユーザー編集させる部分を取り除き、背景データとして、
PDFやJPEG、SVGに出力してCMSに取り込みます。

STEP2：    背景以外の素材や入替え素材をSVG、JPEG、PDF、PNGで CMSに取り込みます。

STEP3：   デザイナーモードの Flex 画面上で、背景の上に素材をレイアウトし、編集可能とする部分
の文字を記入します。

STEP4：　各素材にユーザー編集の可否や範囲を指定します。

STEP5：　Flex 画面をユーザーモードに切り替えて、編集のテストをします。

STEP6：　必要なユーザーに公開します。

■テンプレート作成のおよその手順

デザイナーモードの Flex エディタ テンプレート／素材管理環境

素材

カセット

テンプレート

テンプレート制作マニュアル

・テンプレート作成／編集
・素材管理

デザイナー
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■ Edition Flex は外部Webアプリケーションとの連携を前提としたモジュールです。

■ 外部Web アプリケーションから、編集画面を呼び出し、編集機能を提供したり、PDF をダ
イレクトに生成させることができます。

■ Webアプリケーション無しで、Flexと CMSのみでも、ワークフローを除く、テンプレートの
の制作、編集、保存、参照、印刷データの作成というWeb to Printシステムのコア機能を
ブラウザで利用できます。

外部のWebアプリケーションから、Flexを呼び出し
て編集機能を提供することができます。

編集画面を呼び出さずに、自動組版のみを利用す
ることもできます。

Edition Flexは、他のWebシステムから呼び出して
使えるWeb to Print構築キットです。

編集画面を提供するケース

Web アプリから Flex に指示してダイレクトに PDF を生成できます。

InterNET
・ストアフロント
・承認等のワークフロー

【既存アプリの利用または新規
に構築いただきます】 ・編集環境

・組版エンジン
・テンプレート／素材
　管理環境

既存のアプリケーションと連携してシステムを構築できます。

・ストアフロント
・承認等のワークフロー

ダイレクトに PDF を
生成するケース

InterNET

ユーザー

ユーザー

1台または複数台のサーバー

Webアプリケーション

Webアプリケーション
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外部アプリから簡単に要素や文字の差替ができる
injection機能が利用できます。

■ injection は、JavaScript や Java、php 等の各言語で Flex に命令できます。

■ injection による差し込み結果は、編集画面に反映したり、直接 PDF に出力することが可
能です。

■ injection は、画像、カセット、文字、長い文字列中の特定箇所の文字に対し行えます。

CASE1：ユーザーに応じて、店舗の素材や文言を差し替えたい。

injectionは、Webアプリからシンプルに要
素や文字の差替指示ができる機能です。

例えば、地図は〇〇　拠点情報は〇〇とい
うように、差替箇所と素材IDや差替箇所と
差替文言の、ペア文字列をFlexに送信する
だけで実行できます。

injection 指示

地図は○○を入れろ

拠点情報は○○を入れろ

地図情報の自動差替 拠点情報の自動差替

injection 指示

役職は○○
名前は○○
メールは○○
           ・
           ・
           ・

CASE2：ユーザーに応じて、名刺の名前や役職を変えたい。

Webアプリケーション

Webアプリケーション
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■ Flex では、カスタマイズの基盤として、テンプレートデータを FlexScript の形式で公開して
います。

■ FlexScript は CMSから出力し、Flex に取り込むことができます。

■ FlexScript を編集することで、多様な自動組版が可能となります。

テンプレートの内部構造はFlexScriptというテキストフォーマットで公開されています。

CMSにテンプレートを登録し、FlexScriptデータで出力することができます。

FlexScriptは、Flexに読みこむとドキュメントを生成します。

FlexScriptを編集すれば、ドキュメントの殆どの要素やその属性を編集できます。

Flexでは、テンプレートの内部構造は公開されています。

テンプレートデータ（FlexScript）
例えば、FlexScript で画像 ID を入れ替えるだけで
画像が差し替わります。

Flex に読み込むとドキュメントが生成されます。テンプレート



19

Flexでは、テンプレートコントロール言語EditScriptが使えます。

■ Flex では、カスタマイズの基盤として、テンプレートデータのコントロール言語 EditScript
が使えます。

■ EditScript は外部アプリケーションから、JavaScript、Java、php 等の言語で用いることが
できます。

■ テンプレート毎に起動時に実行する EditScript を設定しておくこともできます。

外部からテンプレートの内部をコントロールして自動組版を行う
EditScript言語を使うことができます。

EditScriptを使えば、外部からFlexScript（テンプレート）の各要
素にアクセスしてコントロールすることができます。

自動組版のニーズに応じて、あらゆる要
素に対して、プログラマブルに組版機能
の拡張が可能です。

EditScript 指示

・テンプレート Aを面付け
・テンプレート Aに差込
・テンプレート Aの男女別の
色変更

・テンプレート Bを面付け
・テンプレート Bの顧客毎の
デザイン変更

テンプレートに対して
EditScript を実行

テンプレート A テンプレート B

テンプレート Aと Bを加工してテンプレート Cに面付けした例

Webアプリケーション
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素材 SVG（マスク維持） 管理 ロール設定

JPEG ユーザ設定

PNG グループ設定

*2 PDF 色パレット設定

出力 PDF PDF1.3 表組フォント設定

PDF1.4 エディター設定

PDF1.5 フォント設定

PDF X-1a:2001 テンプレートプロバイダ

PDF X-1a:2003 素材プロバイダ
PDF X インテント 任意 カセットプロバイダ

カラー CMYK/RGB 呼び出し画面
CMYKJPEG JPEG 終了画面

RAW 出力 PDF 設定

Pass Through
オーバープリント CMYK

ヘルプ ヘルプ

K100

コマンド毎ヘルプ

K95
圧縮 0-9

ICC プロファイル 任意
PDF属性 権限パスワード

ユーザパスワード

権限

レイヤー

タイトル

ソフトウェア

サブタイトル

作成者

キーワード
最適化 Web用

別工程

出力 JPEG DPI

最大ピクセルサイズ

スムージング

その他出力 EPS

SVG

テンプレート /カセット 一覧 / 検索
新規作成
名称編集
タグ設定
説明編集
有効期限設定
ページ作成
ページ削除
ページ名称編集
ページサイズ編集
ページ余白編集
レイアウト編集
アップロード
移動
コピー
ダウンロード
FlexScript 出力
削除
サムネイル自動生成
サムネイル指定

素材 一覧 /検
索新規作成

名称編集
タグ設定
説明編集
有効期限設定
アップロード
移動
コピー
ダウンロード
削除
サムネイル自動生成
サムネイル指定
編集用低解像度変換

管理（ユーザ） ページサイズ管理
Flex 認証連携

管理（管理者） ロール管理
ユーザ管理
グループ管理
マスター管理
アクセスログ
ストレージ
PDF オプション
アクセス制御
ログインユーザ参照

■ Edition CMS主要機能一覧

■運用開発用資料 CMS設定マニュアル
テンプレート制作マニュアル
Flex API 仕様書
FlexScript 仕様書
EditScript 仕様書



Edition Flexの動作環境と必要なプログラム

Edition Flexのサービスメニュー

Edition Flex 動作環境

サーバー動作環境
◆ハードウェア

Windows Server 2012 R2 Standard が動作するハードウェア

Amazon EC2 をご利用の場合は、m4.large インスタンス以上を推奨

プロセッサ： 最少 1.4 GHz 64ビットプロセッサ  
メモリ： 8 GB 以上
HDD容量： 最少 40 GB 以上

◆ソフトウェア
Apache2
Tomcat 8 
PostgreSQL 8.0 以降JDK 8
Pdflib+PDI 9
GhostScript
ImageMagic  

クライアント動作環境
OS  
ブラウザー 

Windows 8.1 以上
Internet Explorer 11 以上
Google Chrome
Mozilla FireFox

【商標について】
illustrator,InDesign,Windows7,Windows 8,
Windows 8.1,Internet Explorer,Google Chrome, 
FireFox,Adobe Flash Player は
各社の登録商標です。
【記載内容について】
本カタログは 2018 年 5月現在の製品資料であり、
予告なく製品仕様を変更する場合があります。

 Edition Flexの
製品情報

およびデモサイト
http://www.reso.co.jp

【開発元】

株式会社レゾロジック
東京都港区新橋 6-19-13
TEL：050-1746-2705 FAX：03-6407-8815
E-mail : info@reso.co.jp

StoreFront や承認ワークフロー等、システ
ム設計及び開発を承ります。

テンプレート作成支援および、テンプレー
ト制作サービスを用意しています。

エンジン部、カスタム開発部の保守ライセ
ンスを提供します。

カスタマイズ

コンテンツ作成 運用サービス

ライセンシング

クラウドサーバ等お客様の稼働環境での
実行ライセンスを提供します。

レゾロジックは AWS Partner Network(APN) 
テクノロジーパートナーです。




